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一

妙

心
寺
の
開
創
年
次
を
決
定
す
る
こ
と
は
、
甚
だ
困
難
な
問
題
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
れ
を
傍
詮
す
る
史
料

が
な
い
。
花
園
院
天

皇
哀

記
も
關
山
に
關
す
る
と
こ
ろ
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
先
師
大
燈
國
師
か
ら
與
え
ら
れ
た
印
可
状

・
關
山
號
等
の
墨
跡
や
ま
た
關
山
が

嗣
法
者
授
翁
に
與
え
た
印
可
状
と
か
、
花
園
法
皇
か
ら
下
賜
さ
れ
た
哀
翰
は
あ
つ
て
も
關
山
が
は
じ
め
て
妙
心
寺
に
入
寺
す
る
論
旨
が
な

い
。
勿
論
伊
深
の
山
里
に
鱈
晦
し
て
道
を
養
わ
れ
、
悟
後

の
修
道
に
働
ま
れ
た
關
山
が
自
ら
誌
し
の
こ
さ
れ
た
記
録
な
ど
は
な
い
。
そ
れ

で
妙

心
寺
の
開
創
年
次
の
決
定
も
難
し
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
の
ち
に
議
展
し
た
妙
心
寺
と
し
て
は
、
こ
の
開
創
年
次
も
ゆ
る
が

せ
に
出
來
な
い
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
妙
心
寺
開
創
年
次
に
つ
い
て
は
、
古
來
次
の
よ
う
な
諸
説
が
あ
る
。

建
武
三
年

(
一
三
三
六
)
説

關
山
國
師
別
傳

・
妙
心
寺
史

建
武
四
年

(
一
三
三
七
)
説

妙
心
寺
六
百
年
史

暦
鷹
元
年

(
一
三
三
八
)
読

正
法
山
六
租
傳
考
彙

・
六
祀
傳
別
考

建
武
三
年
説
を
と
る
妙
心
寺
史

(川
上
孤
山
著
)
は
妙
心
寺
史
の
草
分
け
で
あ
り
、
大
正
天
皇
の
御
即
位
を
記
念
し
て
起
草
編
纂
に
着
手
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き
れ
、
大
正
六
年

(
一
九

一
七
)
上
巻
が
出
版
さ
れ
、

つ
づ
い
て
大
正
十
年

(
一
九
二
一
)
下
巻
が
上
梓
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

ま
た
建
武

四
年
説
を
立
て
る
妙
心
寺
六
百
年
史

(天
咄
接
三
編
輯
)
は
昭
和
十
年

(
一
九
三
五
)
妙
心
寺
開
創
六
百
年
を
記
念
し
て

出
版
さ
れ
た
も

の

で
あ
る
。
そ
し
て
暦
鷹
元
年
読
は
此
山

(考
彙
)
や
租
芳

(別
考
)
等
の
江
戸
期
の
學
匠
が
、
雪
江
の
正
法
山
六
租
傳

に
註
繹
を
加
え
た
も

の
で
あ
る
。

こ
の
中
廣
く
世
に
讃
ま
れ
る
も
の
は
妙
心
寺
史
と
妙
心
寺
六
百
年
史
と
で
あ
る
。

二

妙
心
寺
史
は
妙
心
寺
の
開
創
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

建
武
三
年
丙
子

(北
朝
)
妙
心
寺
の
草
創
せ
ら
れ
て
、

大
師
は
閨
府
の
華
族
百
官
、

江
湖
の
維
素
各
山
の
大
徳
等

随
喜
輻
湊
の
裡
に
荘

嚴
な
る
入
寺
開
堂
の
式
を
行
つ
た
。
爾
來
花
園
の
大
叢
林
と
し
て
、
江
湖
の
雲
袖
が
集

つ
て
、
大
師
の
峻
瞼
な
る
鉗
鎚
を
受
ぐ
る
も
の

常
に
に
千
指
に
及
び
、
天
下
法
窟
の
冠
と
構

へ
ら
る
る
に
至

つ
た
の
で
あ
る
。
翌
年
大
燈
邉
化
す
る
や
否
や
、
大
燈
の
會
下
三
十
六
人

相
率
ゐ
て
、
師
の
燈
鞘
裡
に
投
じ
來
た
の
で
云
云

こ
の
よ
う
に
妙
心
寺
史
が
建
武
三
年
読
を
立
て
る
に
い
た
つ
た
の
は
、
關
山
國
師
別
傳
に
よ
つ
た
か
ら
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
。

か
ん
ば
ら

こ
の
關
山
國
師
別
傳
な
る
書
は
駿
州
蒲
原
龍
雲
寺
の
鷹
暉
普
善

(
一
六
七
三
ー

一
七
四
三
)
が
撰
述
し
た
も
の
で
、
現
在
妙
心
寺
塔

頭

聖

澤
院
に
所
藏
さ
れ
る
漫
興
祀
芳
の
撰
述
す
る
樹
下
散
稿
に
所
牧
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
鷹
暉
の
關
山
國
師
別
傳
は
江
戸

申
期
の
撰
述
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
文
明
年
中
撰
述
さ
れ
た
雪
江
の
關
山
行
實
記

(正
法
山
六
祀
傳
所
牧
)
が
無
覗
さ
れ
て
撰
述
さ
れ

て
い
る
。

い
ま
妙
心

寺
開
創
に
關
す
る
と
こ
ろ
を
あ
げ
れ
ば
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
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叡
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、
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製
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ω

詩
章
一、
云
云

こ
れ
に
よ
つ
て
み
れ
ば
、
關
山
が
伊
深
か
ら
京
都
に
の
ぼ
つ
た
の
は
、
先
師
大
燈
が
存
命
中
で
あ
り
、
ま
ず
大
徳
寺
の
方
丈
に
い
た
つ

て
大
燈
國
師

の
病
痢
を
問

い
、
そ
し
て
安
井
龍
翔
寺
の
大
鷹
國
師
の
租
塔
を
拝
し
て
か
ら
花
園
の
離
宮
に
い
た
り
、

上
皇
に
拝
謁
し
た
よ

う

に
記
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
六
租
傳
の
記
述
と
は
異
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
六
祀
傳
に
は

國
師
示
寂
、
叡
襟
哀
痛
不
γ已
、
乃
依
=
遺
命
一下
一一詔
四
方
一、
令
7尋
7師
、
師
猫
在
=濃
之
山
中
一

と
あ
り
、
大
燈
國
師
が
示
寂
し
、
花
園
上
皇
が
詔
を
下
し
て
關
山
を
探
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
も

つ
と
も
大
燈
が
再
起

不
能
の
病
と
な
つ
た
の
は
、
建
武
四
年
の
三
月
の
頃
で
あ
る
と
大
燈
國
師
年
譜
に
は
誌
さ
れ
て
い
る
が
、
六
祀
傳
の

「
和
尚
嗣
法
諸
師
の

中
、
誰
か
是
れ
最
も
大
機
大
用
を
得
た
る
者
ぞ
、
願
く
は
指
教
を
承
り
、
百
年
の
後
猫
玄
奥
を
拍
か
ん
こ
と
を
要
す
」

「
我
付
法
諸
子
の

中
、
唯
慧
玄
藏
主
の
み
實

に
吾
が
道
髄
を
得
た
り
。
然
れ
ど
も
天
生
風
顛
漢
、
居
に
定
所
な
し
。
他
時
異
日
宜
し
く
宣
詔
を
降
し
て
徴
し

求
む
べ
し
」
と
か
、
ま
た

「
朕
將
に
花
園
の
離
宮
を
捨
て
、
以
て
琿
苑
と
な
し
、
關
山
を
請
じ
て
住
持
せ
し
め
ん
と
す
。
願
く
は
預
め
山

號
寺
號
を
賜

へ
。
國
師
便
ち
聖
旨
に
鷹
じ
て
正
法
山
妙
心
輝
寺
の
號
を
進
む
」
と
い
つ
た
こ
と
は
、
大
燈
が
病
と
な

つ
た
建
武
四
年

の
こ

と

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
こ
れ
ら
の
記
述
は
後
世
に
撰
述
さ
れ
た
文
獄
に
記
述
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
大
燈

の
示
寂
が
建
武
四
年

で
あ
る
こ
と
は
事
實
で
あ
る
か
ら
、
雪
江
が
傳
承
を
ま
と
め
て
撰
述
し
た
六
租
傳
の
記
述
も

一
鷹
信
を
お
い
て
考
え
ら
れ
る
。

妙
心
寺
史
が
依
用
し
た
關
山
國
師
別
傳
に
は

「
建
武
乙
亥
之
秋
、
國
師
不
安
、
延
慶
上
皇
大
動
二叡
情
一」
と
し
、
大
燈
國
師
年
譜
よ
り

二
年
さ
か
の
ぼ
つ
て
誌
さ
れ
、
そ
し
て

「
延
元
丙
子
妙
心
之
草
創
」
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
建
武
乙
亥
は
建
武
二
年
で
あ
り
、
延
元
丙

子

は
翌
年
の
建
武
三
年
で
あ
る
。
た
だ
こ
の
鷹
暉
の
關
山
國
師
別
傳
は
出
嫁
を
記
し
て
い
な
い
か
ら
信
慧
性
が
な
い
。

、



妙心寺の開創について4

三

こ
の
妙
心
寺
史
が
出
て
か
ら
凡
そ
二
十
年
後

に
、
編
纂
さ
れ
た
の
が
妙
心
寺
六
百
年
史
で
あ
る
。

こ
の
六
百
年
史
は
妙
心
寺
開
創
年
次

を
建
武
四
年

(延
元
二
丁
丑
年
)
と
し
て
い
る
。
そ
の
所
見
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

妙
心
寺
開
創
に
つ
い
て

「
妙
心
寺
史
」
は
之
を
建
武
三
年
と
爲
す
。
か
く
て
は
大
燈
の
邉
化
を
妙
心
開
創
の
翌
年

と
す
る
に
至
り
、
甚

し
き
齪
鶴
と
言
は
ぎ

る
べ
か
ら
ず
。
是
は
恐
ら
く
別
傳
の
記
事
を
信
愚
せ
し
結
果
な
る
べ
し
。

ま
た
從
來
、
延
寳
傳
燈
録
に

「
暦
鷹
初
關
山
鷹
γ
詔
、
創
二開
妙
心
一」
と
あ
り
、
本
朝
高
僧
傳
に

「
暦
鷹
初
關
山
鷹
r詔
、
住
二妙
心
一」

と
あ
る
所
よ
り
、
法
皇
の
宣
使
は
凡
そ
暦
懸
元
年

(延
元
三
年
)
の
春
の
頃
大
師
の
所
在
に
赴
き
た
り
と
云
ひ
、

從

つ

て
大
師

の
上
京

開
堂
は
其
後
間
も
な
く
行
は
れ
た
り
と
爲
し
、
或
は
ま
た
大
師
の
上
洛
を
其
秋
の
頃
な
り
と
爲
す
者
あ
り
。
然
れ
れ
ど
も
、
そ
の
誤
り

な
る
こ
と
は
第

二
章

(妙
心
寺
六
百
年
史
八
二
頁
)
に
到
り
、
藤
房
卿
出
家
の
年
齢
及
び
授
翁
の
初
め
て
妙
心
寺
に

投
ぜ
し
年
齢
等

を
考

霰
せ
し
所
に
於
て
明
瞭
な
り
。
故
に
其
條
下
を
参
照
す
べ
し
。
又
甚
だ
し
き
は
妙
心
寺
開
創
を
建
武
元
年
と
唱
ふ

る
も
の
あ
れ
ど
も
之

　

　

を
採
ら
ざ
る
こ
と
勿
論
な
り
。
唯
だ
此
威
に
附
言
す
べ
き
は
六
租
傳
に

「
草
=創
正
法
山
妙
心
輝
寺
一、
特
降
=勅
黄
一請
r師
開
山
、

印

　

日
入
寺
開
堂
」
と
あ
る
も
、
現
在
其
論
旨
を
存
せ
ぎ
れ
ば
不
明
な
れ
ど
も
、
法
皇
に
は
恐
ら
く
大
燈
遷
化
の
後
、
徹
翁

へ
大
徳
寺
住
持

職
を
命
ぜ
ら
る
る
と
略
ぼ
同
じ
時
に
慧
玄

へ
妙
心
寺
住
職
を
命
じ
給
ひ
た
る
も
の
と
信
ぜ
ら
る
。
而
し
て
徹
翁

へ
の
論
旨
は
建
武
四
年

十
二
月
廿
七
日
附
な
れ
ば
少
く
と
も
關
山
に
賜
り
た
る
論
旨
も
宣
使
の
派
遣
と
同
時
な
り
し
と
想
像
せ
ら
る
べ
く
、
ま
た
古
來
、
大
師

ω

 の
御
出
世
を
六
十

一
歳
と
見

る
を
最
も
有
力
と
す
れ
ば
敢
て
建
武
四
年
説
を
主
張
す
る
も
の
な
り
。

、

こ
の
六
百
年
史
が
建
武
四
年
説
を
主
張
す
る
論
擦
は
、
藤
房
出
家
、
授
翁
が
妙
心
寺
に
投
じ
た
年
次
か
ら
推
考
す

る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

藤
房
が
官
を
棄
去
つ
た
の
は
建
武
元
年
十
月
で
あ
り
、
三
十
九
歳
の
と
き
で
あ
つ
た
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
藤
房
の
後
牟
生
と
傳
え
ら
れ
る
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授
翁

の
出
家
が
四
十
二
歳
と
し
て
、
こ
の
と
き
授
翁
は
妙
心
寺
關
山
の
室
に
投
じ
た
も
の
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
六
百
年
史

(八
二
頁
)

に
よ
れ
ば

「
六
租
傳
及
東
胤
録
、
扶
桑
縄
林
僧
寳
傳
に
四
十
二
歳
に
し
て
出
家
す
る
と
あ
る
は
實
は
開
山
の
會
下
に
初

め
て
投
ず
る
の
意
、

印
ち

『關
山
詔
に
鷹
じ
來
て
正
法
山
を
開
く
の
日
を
待

つ
て
便
ち
席
下
に
投
じ
て
親
爽
講
働
す
』
(六
祀
傳
)
の
時
を
指

し
た
る
も
の
に
外

な
ら
ざ
る
が
故
に
、
彼
れ
四
十
二
歳
の
時
印
ち
建
武
四
年
に
關
山
の
風
格
を
欣
慕
し
て
既
に
妙
心
寺
に
來
謁
せ
り
と
爲

さ
ぎ

る

べ
か
ら

ず
」

と
し
て
い
る
。

し
か
し
こ
こ
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
建
武
四
年
を
以
て
妙
心
寺
の
開
創
と
す
る
と
き
は
、
大
燈
が
正
法
山
妙
心
輝
寺
と
命
名
し
て
、

花
園

上
皇
に
進
覧
し
た
と
き
を
以
て
開
創
と
す
る
な
ら
ば
と
も
か
く
、
關
山
が
入
寺
し
た
と
き
を
以
て
開
創
と
い
う
こ
と
に
す
る
と
、
果

し
て
事
實
上
實
行
さ
れ
得
た
こ
と
で
あ
る
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
。
大
燈
の
示
寂
し
た
の
は
建
武
四
年
十
二
月
二
十

二
日
で
あ
る
。
年

内
蝕

日
幾
も
な
い
と
き
宣
使
を
派
遣
し
て
、
、居

に
定
所
な
き
關
山
を
探
し
出
し
、
し
か
も
後
人

の
記
述
と
は
い
え
、
六
租
傳
に
は

「
天
使

む

む

日
、
國
師
既
嚴
γ化
、
陛
下
失
=南
針
於
霧
海
一」
と
し
、

大
燈
寂
後
に
宣
使
が
伊
深
で
關
山
に
遅
遁
し
て
、

こ
の
こ
と
を
傳
達
し
た
と
す

る
な
ら
、
事
實
上
如
何
な
る
も
の
で
あ
ろ
倒
か
。
そ
れ
で
授
翁
が
妙
心
寺
に
投
じ
た
の
は
關
山
が
妙
心
寺
に
初
住
し
た
と
き
で
わ
な
く
、

再
住

の
と
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

一
禮
、
正
法
山
六
祀
傳
の
寛
永
版
は
、
文
章
を
改
鼠
し
た
と
こ
ろ
が
庭
々
に
あ
つ
て
迷
わ
さ
れ
る
。
こ
の
授
翁
の
出
家
の
こ
と
に
つ
い

て
も一

日
奉
=
宣
使
一詣
二雲
門
庵
一、
國
師
稻
三
玄
藏
主
實
得
一一吾
髄
舗　
、
公
聞
=得
這

一
言
一還
奏
聞
、
便
自
載
レ髪
出
家
、
時
年
四
十
二
歳
也
、

㈲

待
下關
山
鷹
γ詔
來
開
=
正
法
山
一之
日
上、
便
投
=席
下
'親
災
講
働

と
あ
り
、
こ
れ
に
よ
つ
て
み
れ
ば
、
大
燈
國
師
が
關
山
を
花
園
上
皇
に
推
薦
し
た
の
は
建
武
四
年
で
あ
る
か
ら
藤
房
と
傳
え
ら
れ
る
授
翁

が
こ
の
こ
と
を
聞
い
て
出
家
し
た
。
そ
の
と
き
年
四
十
三
歳
で
あ

つ
た
と
し
て
お
り
、
關
山
が
詔
に
鷹
じ
て
上
京
し
正
法
山
を
開
く
の
日
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を
待

つ
て
關
山
の
席
下
に
投
じ
た
と
い
う
こ
と
は
、
六
百
年
史
が

い
う
よ
う
に

「
四
十
二
歳
に
し
て
出
家
す
る
と
あ
る
は
實
は
開
山

(關

山
)

の
會
下
に
初
め
て
投
ず
る
の
意
」
と
い
う
よ
う
に
解
せ
な
い
で
も
な
い
。
し
か
し
寛
永
版
刊
行
以
前
の
古
篤
本
に
も
と
ず

い
た
と
す

る
此
山
校
訂
の
正
法
山
六
祀
傳

(考
彙
)
に
よ
れ
ば

建
武
元
年
甲
戊
冬
出
家
、
時
年
三
十
九
、
屏
二其
躍
跡
一者
殆
二
十
年
、
於
レ是
乎
投
=干
關
山
席
下
一、
親
=爽
謳
働
一

と
あ
る
。

こ
れ
に
よ
つ
で
み
れ
ば
授
翁
の
出
家
は
建
武
年
元

(
=
二
三
四
)
で
、

三
十
九
歳
の
時
で
あ
り
、
そ
の
跡
を
晦
ま
し
て
隙
遁
す

る
こ
と
二
十
年
に
近
い
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
授
翁
が
藤
房
と
傳
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
藤
房
が
官
を
棄
て
去

つ
た
の
は
建
武
元

年
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
記
述
の
方
が
安
當
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
後
隙
遁
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
授
翁
が
關
山
の
席
下

に
投
じ
た
の
は
關

山
の
再
住
の
と
き
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
で
妙
心
寺
の
開
創
を
授
翁
の
出
家
と
結
ん
で
考
え
る
こ
と
は
安
當
で
な
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

四

租
芳
は
六
祀
傳
別
考
に
、
六
租
傳
に
記
述
さ
れ
る

「
草
=創
正
法
山
妙
心
暉
寺
一、

特
降
=
勅
黄

一請
γ師
開
山
、

印
日
入
寺
」
の
勅
黄
に

つ
い
て
註
解
し

む

む

む

む

暦
鷹
五
年
花
園
管
領

ノ
論
旨
ア
リ
、
愛

ハ
先

ッ
一
緒

土
書
タ
モ
ノ
ト
見

ヘ
ル
ナ
リ
、
國
師

(關
山
)
華
園

工
出
世

ハ
暦
鷹
元
年
ナ
リ
、

大
燈
國
師
遷
化
翌
年
ナ
リ
、
今

ハ
論
旨

モ
再
住

ノ
論
旨
バ
カ
リ
在
リ
、
此
時
繍
旨
ガ
有
リ
ソ
ウ
ナ
モ
ノ
ヂ
ャ
、
ア
ツ
タ
ガ
失
タ
カ
不
γ

知

ナ
虫

と
し

て
、
暦
鷹
元
年

(
一
三
三
八
)
に
關
山
は
妙
心
寺

へ
入
寺
し
た
と
し
て
い
る
。

但
し
こ
の
と
き

の
論
旨
が
な
い
。

此
山
は
考
彙

に
關

山
の
妙
心
寺
在
世
の
こ
と
を
記
し

暦
鷹
元
年
師
初
住
=
妙
心
一、
康
永
四
年
甜
月
一郎

一綱
二
月
後
往
=遠
州
一、
貞
和
五
年
畑
鞠
臨
還
γ京
、

観
鷹
二
年
八
月

二
十
二
日
、
崇
光
帝
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賜
=論
旨
一、
令
三
フ師
再
住
=妙
心
一、
自
=暦
鷹
元
年
一至
=延
文
五
年
一、
通
計
二
十
三
年
也

と
し
て
お
り
、
暦
鷹
元
年
、
關
山
は
初
め
て
妙
心
寺
に
住
す
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
租
芳
の
別
考
も
此
山
の
考
彙
も
み
な
暦
鷹
元
年

を
以

て
關
山
の
妙
心
寺
初
住
と
し
て
い
る
。
た
だ
こ
の
と
き
の
論
旨
が
現
存
し
な
い
た
め
に
、
明
確
な
年
次
を
決
め
る
こ
と
が
出
來
な
い

が
、
妙
心
寺
開
創
を
建
武
四
年
と
す
る
こ
と
は
少
し
無
理
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

雪
江
の
撰
述
す
る
正
法
山
妙
心
暉
寺
記
に
よ
れ
ば

國
師
遷
化
明
年
春
、
上
皇
預
出
=
一
宮
人
一去
、
令
下
於
二花
園
一望
上
レ幸
、

傍

一
日
微
行
童
以
駐
躁
　
、

由
レ是
天
下
人
指
=離
宮
一構
一一花

園
御
所
一、
亦
構
=
上
皇
一奉
ン號
=花
園
院
太
上
法
皇
'、
皆
本
二干
此
一者
也
、
花
園
駐
躁
之
初
、
下

一宣
廓
干
四
方
一、
捜
一一索
山
林
一、
東

⑩

濃
有
=漢
山
幽
僻
境
一、

一
柄
庵
居
焉
。

と
あ
り
、
花
園
上
皇
が
持
明
院
の
仙
宮
を
出
で
ら
れ
、
花
園
の
離
宮
に
駐
躁
さ
れ
た
の
は
大
燈
國
師
が
遷
化
さ
れ
た
翌
年
、
す
な
わ
ち
暦

鷹
元
年
の
春
で
あ
つ
た
と
し
、
そ
の
駐
躁
の
初
め
に
宣
詔
を
四
方
に
下
し
て
關
山
を
捜
索
さ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
正
法
山
妙
心

暉
寺
記
の
雪
江
の
記
述
は
如
何
な
る
も
の
に
出
檬
を
求
め
た
か
不
明
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
妙
心
寺
に
傳
承
す
る
と
こ
ろ
を
ま
と
め
記
し
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

花
園
上
皇
が
花
園
離
宮
に
駐
躁
さ
れ
た
の
が
暦
鷹
元
年
と
し
、
そ
の
年
に
關
山
が
上
京
し
て
上
皇
に
拝
謁
し

「
印
日
入
寺
」
と
い
う
こ

と
で
あ
れ
ば
、

江
戸
期

の
學
匠
が

い
う
よ
う
に
、

妙
心
寺
開
創
を
暦
鷹
元
年
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
こ
れ
も
傍
誰
す
る
史
料
が

な
い
か
ら
、

推
定
し
た
に
過
ぎ
な
く
な
る
。

こ
こ
で
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、

上
皇
が
大
燈
存
命
中
に
、

花
園
離
宮
を
輝
苑
に
革
め
ら
れ

る
ご
意
志
を
も
ち
、
山
號
寺
名
の
命
名
を
請
わ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
仁
和
寺
花
園
御
所
跡
を
關
山
に
管
領
せ
し
め
ら
れ
た
論
旨
が
暦

鷹
五
年

(
一
三
四
二
)
で
あ
る
が
、

こ
こ
に
三
四
年
の
年
月
が
あ
り
、

論
旨
の
下
賜
が
少
し
遅
滞

し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
と

き
の
論
旨
に
は
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仁
和
寺
花
園
御
所
跡
可
令
管
領
者
、
依
御
氣
色
執
達
如
件

暦
鷹
五
年
正
月
二
十
九
日

大
藏
卿

(花
押
)

oo

關
山
上
人
暉
室

と
あ
る
。
こ
の
と
き
妙
心
寺
の
基
礎
が
確
立
し
、
名
實
と
も
に
開
創
さ
れ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
六
租
傳
の

「
特
降
一一勅
黄
一

請
r師
開
山
、
邸
日
入
寺
」
と
い
う
抽
象
的
な
記
述
か
ら
、

關
山
が
上
京
し
て
離
宮
に
入

つ
た
と
き
を
以
て
開
創
と

し
て
考
え
て
も
、

そ

の
開
創
は
暦
鷹
年
中
と
す
べ
き
で
あ
る
が
、花
園
院
天
皇
震
記
も
こ
の
頃
の
こ
と
は
記
述
が
な
く
、ま
た
園
太
暦
も
懸
長
元
年

(
一
三
=

)

四
月
よ
り
康
永

二
年

(
一
三
四
三
)
ま
で
が
断
簡
と
な
つ
て
い
る
の
で
、
そ
の
邊
の
消
息
が
不
明
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
と
も
か

く

と

し

て
、
や
は
り
仁
和
寺
花
園
御
所
跡
を
管
領
せ
し
め
ら
れ
た
暦
鷹
五
年
を
妙
心
寺
開
創
の
年
次
と
す
る
こ
と
が
安
當
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。こ

の
年
の
四
月

二
十
七
日
、
北
朝
は
改
元
し
て
康
永
と
構
し
た
。
す
な
わ
ち
同
年
の
康
永
元
年
十

一
月
十
二
日
、

上
皇
は
室
町
院

(後

堀
河
天
皇
女
暉
子
内
親
王
)
の
こ
遺
領
や
幕
府
が
す
す
め
た
地
頭
職
を
威
分
さ
れ
て
、
こ
れ
を
光
嚴
院
に
譲
與
さ
れ
る
御
領
庭
分
に
、
仁

和
寺
上
庄
地
頭
職
を
菩
提
料
所
と
し
て
置
か
れ
、
永
代
依
違
あ
る
べ
か
ら
ず
と
さ
れ
、
花
園
を
以
て
塔
頭
と
す
る
よ
う
恵
玄
上
人
(關
山
)

⑫

に
申
し
付
け
ら
れ
た
と
す
る
寅
翰
を
し
た
た
め
ら
れ
た
り
、

そ
し
て
三
年
後
の
康
永
四
年

(
一
三
四
五
)
に
は
、

河
内
國
下
仁
和
寺
地
頭

⑬

職
を
寄
進
さ
れ
た
り
し
た
。
さ
ら
に
二
年
後
の
貞
和
三
年

(
一
三
四
七
)
に
は

一
流
再
興
と
妙
心
寺
造
螢

の
こ
と
を
ご
彰
念
に

な

つ
た
牲

年

の
震
翰
を
下
賜
さ
れ
た
り
、

ま
た
そ
の

一
週
問
後
に
は
玉
鳳
院
を
上
皇
の
こ
塔
所
と
し
て
、

妙
心
寺
に
混
ず
る
こ
と
な
く

門
弟
相
績

㈲

す

る
よ
う
震
翰
を
關
山
に
下
賜
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
次
ぎ
次
ぎ
と
妙
心
寺
を
も
り
た
て
ら
れ
る
震
翰
に
よ
つ
て
上
皇
の
叡
慮
の
ほ

ど
が
窺
わ
れ
る
が
、

大
燈
國
師
が
遷
化
し
た
建
武
四
年

(
=
二
三
七
)
か
ら
暦
鷹
五
年

(
=
一西

二
)
ま
で
の
五
年
間
、

關
山
の
動
静
や
妙

心
寺
に
關
す
る
確
か
な
史
實
が
わ
か
ら
な
い
。
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註
ω

妙

心
寺
史

巻
上
四
四
頁

②

關

山
國
師
別
傳

㈲

正
法
山
六
租
傳

關

山
玄
輝
師

の
章

ω

妙

心
寺
六
百
年

史

六

二
頁

㈲

同

上

八
二
頁

㈲

・
寛
永
版

「
正
法
山
六
租
傳
」
授
翁

の
章

Gり

正
法
山
六
租
傳

(考
彙
)

授
翁

の
章

㈲

六
租
傳
別
考

巻
上

働

正
法
山
六
祀
傳
考
彙

關

山

の
章

⑩

正
法
山
妙
心
輝
寺
記

㎝

妙
心
寺
文
書
、
大
日
本
史
料
六

ノ
七

康
永
元
年

正
月

二
十
九
日

の
條

働

大
日
本
史
料
六

ノ
十

二
、

貞
和

四
年
十

一
月
十

一
日
の
條

室
町
院
御
遺
領
並
今
度
武
家
所
ゾ
進
地
頭
職
所

々
等
、

相
二
副
目
録

一譲
二
進
之

一、

愚
曾

一
瞬
之
後
、

可
〆
有
二
御
管
領

一候
、

此
内
室
町
院
御
遺
領

十
ケ
所
井
地
頭
職

三
ケ
所

(目
録
在
別
)
譲
二
與
宣
光
院
一候
、

以
二
各
別
之
儀
一
可
〆
致
二
管
領

一候
、
更
更
不
ゾ
可
〆
有
二
牢
籠

一候
也
、
非
分
之
煩
等

出
來
之
時
者
、
殊
可
〆
有
二
執
御
沙
汰

一候
、

道
昭
曾
正
園

西
庄

・
道
意
曾

正
大
鳥
庄
等
、

自
二
伏
見
院
一爲
二
御
所
蕎
料
所

一、

可
ゾ
令
二
相
傳
知
行
一

之
由
、
被
〆
下
二
院
宣
一
鰍
、
然
而
近
年
閾
乏
之
上
、
閑
放
之
質
、
所
疇
無
盆
之
聞

召
放
了
、

以
二
護
持
之
勢

一、

錐
〆
申
二
子
細

一、

此
地
等
各
別
管

領
之
仁
定
置
之
上
、

不
ノ
可
〆
及
二
御

口
入
一
候
哉
、

如
ゾ
此
愚
慰
申
置
之
旨
令
二
相
違

一者
、

考

不
〆
可
ゾ
叶
二
理
致
一乎
、
殊
可
〆
得
二
御
意

一候
也
、
抑

又
仁
和
寺
上
庄
地
頭
職
、

被
γ
置
二
菩
提
料

所
一、

永
代
不
〆
可
ノ
有
二
依
違

一候
也
、

以
二
花
園

一爲
二
塔
頭

一、
申
二
付
恵
玄
上
人

一候
也
、

如
ゾ
此
事
委

細
註
二
別
紙

一令
γ
進
候
、

殊
可
ソ
得
二
御
意

一候
也
、
兼
又
譲
二
與
徽
安
門
院

一之
分

五
ケ
所

(
目
録
注
別
紙
)
無
二
牢
籠

一之
様
、
委
細
條

々
追

可
ノ
申

候
也
、
恐

々
謹

言

康
永
元
年
十

一
月
十

二
日

遍
行

(
御
花
押
)

㈱

妙
心
寺
文
書
、
大

目
本
史
料
六

ノ
八
貞
和
元
年

二
月
十
三
日
の
條

河
内
國
下
仁
和
寺
地
頭
職
、
所
〆
被
〆
寄
二
附
妙
心
寺
一
也
、
可
下
令
二
存
知
一
給
上
之
由
、
御
氣
色
所
γ候
也
、
傍
執
達
如
ゾ
件

康
永
四
年

二
月
十

三
日

花
押
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(14)(15)

關
山
上
人
御
房

妙
心
寺
文
書
、
大
日
本
史
料
六

ノ
十
貞
和

三
年

七
月

二
十

二
日
の
條

往
年
在
二
先
師
大
燈
國
師
所

一、
於
二
此

一
段
事

一得
二
休
漱

一、
特
傳
二
持

衣
鉢

一之
後
、
報
恩
謝
徳
之
思
、
興
隆
佛

法
之
志
、
籍
罧

無
〆
忘
、
而

心
事
依

違
干
〆
今
未
ソ
途
二
其
願
一、
頃
年
病
絢
纒
牽
、

旦
夕
難
ノ
期
、

空
填
二
溝
墾

一者
、
永
劫
之
恨
、
何
事
如
ソ
之
、
侃

一
流
再
興
井
妙
心
寺
造
管
以
下
事
、

申
二
置
仙
洞
一之
子
細
在
ソ
之
、
縦
過
二
一
瞬

一必
可
ゾ
漏
二
卒

生
之
志

一、
門
徒
之

中
其
仁

不
ゾ
在
〆
他
、

廻
一一遠
慮

一、

可
〆
被
〆
果
二
興
隆
之
願

一、
故
遺
二

鳥
跡

一述
二
蓄
懐
一者

也
、

貞
和

三
年
七
月
二
十

二
日

(御
花
押
)

關
山
上
人
檸
室

妙
心
寺
文
書
、
大

日
本
史
料
六

ノ
十
貞
和

三
年
七
月

二
十
九
日

の
條

塔
頭
玉
鳳
院
事
、

不
ゾ
混
二
妙
心
寺

一、
關
山
上
人
爲
二
各
別
之
沙
汰

一、

塔
主
可
〆
令
二
門
弟
相
績

一、
傍
爲
二
後
謹

一所
ノ
染
ゾ
筆

也
、

貞
和

三
年
七
月
二
十
九
日

(御
花
押
)


